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小豆島各港別乗降客等調査表

(2022.  1. 1    ------    2022. 12.  31)



土庄港 池田港 草壁港 大部港 福田港 坂手港 観光客数
1950 346,760 0 189,668 0 0 79,545 167,000
1960 1,109,363 0 94,208 0 6,919 254,775 531,000
1970 1,874,451 102,708 42,229 5,478 462,667 518,528 1,052,000
1973 2,407,642 245,797 222,868 211,211 543,673 477,159 1,540,000
1980 1,916,566 212,412 179,202 261,465 447,454 335,413 1,254,000
1990 1,954,117 256,815 256,322 261,197 430,010 304,054 1,297,000
2000 1,778,332 265,893 255,911 231,508 291,319 116,629 1,101,000
2010 1,696,686 362,989 330,482 182,856 327,541 31,619 1,098,000
2015 1,660,577 410,819 287,326 120,205 262,691 176,902 1,093,000
2016 1,798,433 387,599 298,246 111,025 258,341 189,180 1,140,000
2017 1,720,659 377,143 270,760 106,727 268,787 177,602 1,094,000
2018 1,741,605 378,421 193,929 104,429 255,500 173,568 1,066,000
2019 1,946,525 381,741 213,959 116,791 253,298 167,861 1,153,000
2020 1,184,909 262,170 127,990 53,277 118,991 88,499 687,000
2021 1,154,441 362,717 30,133 45,898 106,387 86,320 668,000
2022 1,417,058 450,441 0 64,968 156,886 120,854 827,000
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小豆島各港別乗降客数推移（1950-2022）
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土庄港 池田港 草壁港 大部港 福田港 坂手港 観光客数

2022年の推定観光客数は2021年と比べ24％増加したが、コロナ前と比較するとまだ75%程度となっている。
小豆島の観光客数は1950年に統計を取り始めてから1973年のピークに向けて増加したのち下落に転じ、2000年頃から横
ばい傾向となっている。瀬戸内国際芸術祭が小豆島でも開かれるようになった2013年以降は開催年に客数が増加し、翌
２年間はそれを下回るというパターンになっている。



土庄-高松 池田-高松 草壁-高松 坂手-高松 土庄-岡山 土庄-宇野 大部-日生 福田-姫路 坂手-神戸
2001 1,392,871 251,494 280,042 6,493 314,164 84,419 233,794 266,166 113,079
2005 1,312,703 370,282 346,969 1,286 321,785 70,387 205,095 326,065 106,033
2010 1,254,785 362,989 330,482 0 349,120 92,781 182,856 327,541 31,619
2015 1,273,907 410,819 287,326 35,380 322,382 64,288 120,205 262,691 141,522
2016 1,342,935 387,599 298,246 37,836 335,128 99,983 111,025 258,341 151,344
2017 1,329,124 377,143 270,760 35,233 317,226 74,309 106,727 268,787 142,369
2018 1,349,678 378,421 193,929 33,949 313,337 78,581 104,429 255,500 139,619
2019 1,499,301 381,741 213,959 34,515 328,100 98,907 116,791 253,298 132,651
2020 950,883 262,170 127,990 22,385 178,035 55,991 53,277 118,991 66,114
2021 941,528 362,717 30,133 23,706 154,739 58,174 45,898 106,387 62,614
2022 1,112,571 450,441 0 29,815 209,873 85,603 64,968 156,886 91,039
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小豆島方面別乗降客数推移
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コロナ前の2019年との比較でみると、坂手-高松、土庄-宇野が85%前後、土庄-高松、池田-高松（休止中の草壁-高
松含む）が75％前後、その他の便は5～6割台となっており、航路によって回復に差が出ている。データの残ってい
る2001年以降で方面別に乗降客の推移を見てみると、徐々に高松方面のシェアが伸び、逆に関西・岡山方面のシェ
アが減少していたが、2022年にはわずかながら高松方面のシェアが減少している。これは生活路線でもある高松航
路と比較して観光路線の性格が強い本州側の航路の方が回復割合が高いことが理由と考えられる。
※坂手-高松東便については坂手-神戸便と一緒に集計されている年度もあるため、一部は推計。



バス マイクロ 乗用車 二輪車 トラック 合計 2019年 2021年
1月 52 78 23,189 1,630 8,626 33,575 39,776 27,999
2月 16 35 17,199 1,553 8,356 27,159 34,913 28,603
3月 46 56 29,380 3,585 10,498 43,565 47,842 41,847
4月 100 91 27,902 4,715 9,911 42,719 47,725 34,355
5月 153 112 36,833 7,504 9,726 54,328 61,669 34,458
6月 207 114 24,401 3,239 9,701 37,662 40,746 29,243
7月 117 148 30,886 3,667 10,087 44,905 47,832 43,128
8月 90 91 45,405 4,928 10,373 60,887 65,108 41,181
9月 126 61 27,555 3,504 9,137 40,383 46,762 34,553
10月 229 141 33,679 6,487 10,007 50,543 49,943 43,173
11月 576 254 36,877 5,066 10,359 53,132 57,684 52,882
12月 224 115 28,520 2,270 10,318 41,447 42,493 41,820

計 1,936 1,296 361,826 48,148 117,099 530,305 582,493 453,242
©小豆島観光協会 2023

小豆島月別車両乗降推移

2021年と比べるとバス37％増、マイクロバス69％増と大幅増となり、乗用車、二輪車も20％前後増えてい

るが、コロナ禍前の2019年と比較するとバスは80％減と顕著な減少をみせている。ただ、乗用車について

は10%減まで回復していて、旅行形態が団体旅行から乗用車を利用した家族・友人との旅行に大きくシフト

していることがわかる。
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バス マイクロ 乗用車 二輪車 トラック 2019年 2021年



2000 2005 2010 2015 2016 2017 2018 2019 2020 2021 2022
一般 284,722 320,338 307,892 319,084 346,690 345,121 320,964 353,413 155,234 120,582 173,090
修学旅行・合宿 5,912 12,256 21,226 24,245 28,379 23,239 25,094 21,797 5,217 5,887 8,662
遍路 47,899 29,973 20,191 14,490 8,037 9,906 8,176 6,740 1,403 1,064 3,242
民宿・ﾛｯｼﾞ・ｷｬﾝﾌﾟ場等 69,647 63,344 78,875 79,599 76,622 72,382 69,437 76,763 37,246 38,305 57,176
計 408,180 425,911 428,184 437,418 459,728 450,648 423,671 458,713 199,100 165,838 242,170

2022年月別宿泊者数 １月 ２月 ３月 ４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 １０月 １１月 １２月 計
一般 8,429 4,974 13,352 12,364 16,687 10,708 16,655 27,372 12,340 17,334 19,590 13,285 173,090
修学旅行・合宿 26 120 150 322 566 1,021 712 1,742 1,274 603 974 1,152 8,662
遍路 413 151 435 486 451 168 107 20 56 259 633 63 3,242
民宿・ﾛｯｼﾞ・ｷｬﾝﾌﾟ場等 2,451 2,112 3,920 4,264 5,888 2,242 5,753 11,910 4,669 5,176 5,669 3,122 57,176
2022年計 11,319 7,357 17,857 17,436 23,592 14,139 23,227 41,044 18,339 23,372 26,866 17,622 242,170
(2019年計) 18,885 22,957 40,627 35,732 45,634 29,944 43,984 68,019 43,016 43,622 42,934 23,359 458,713

うち外国人宿泊者数1845人
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小豆島宿泊客数推移
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一般 修学旅行・合宿 遍路 民宿・ﾛｯｼﾞ・ｷｬﾝﾌﾟ場等 (2019年計)
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一般 修学旅行・合宿 遍路 民宿・ﾛｯｼﾞ・ｷｬﾝﾌﾟ場等

宿泊客数は2021年比で46％の大幅増となったが、コロナ前の2019年と比較するといまだ47％減と非常に厳しい状況が続
いている。コロナ禍の3年間で中堅旅館ホテルの廃業が相次ぎ、19年と比較して宿泊定員が約1000名減少したことも大き
く響いている。また、スタッフの深刻な人手不足のため繁忙期でも満室ではなく7割程度に稼働を押さえなければいけな
い施設もあり、宿泊者数伸び悩みの一因ともなっている。民宿、ロッジ、キャンプ場は2019年からの回復率が高く、コ
ロナ禍のなかで密を避ける傾向があったことがわかる。

昨年は8月の宿泊が大きく回復し、8月、次いで11月が最多というコロナ前と同様の傾向になった。しかし、1，2月の閑散
期が大変厳しい状況は変わりなく、2月は8月の1/5の宿泊しかない状況となっている。
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